
Jan. 2021 

🄫 Meteorological Data System Co., Ltd. All Right Reserved. 

EA／EPW Navi 使用マニュアル 

 

１． EA/EPW Naviとは 

 

EA/EPW Naviは以下の 2つのツールで構成されています。インストールは必要なく、単体

で動作します。 

 

（１） 風速計補正高さ変換ツール 

 

WMO（世界気象機関）の標準条件では風速測定高さは地上 10.0ｍです。しかし、

EA気象データの 

風速は、風速計高さが 6.5mの値に補正されています。EA/EPWの風速計補正高さ

も同様に 6.5mに補正された値です。本ソフトウェアにより任意の高さに変更で

きます。 

 

地上高さ 6.5(m)の風速を地上高さ h(m)の風速に変換する式は以下の通りです。 

     𝑣ℎ = 𝑣6.5 (
ℎ

6.5
)
𝛼

 

ℎ    ：地上高さ（m） 

   𝑣ℎ   ：地上高さがｈ（ｍ）のときの風速（m/s） 

   𝑣6.5  ：地上高さが 6.5（m）のときの風速（m/s） 

   α   ：べき定数（0.25） 

 

（２） ヘッダー情報表示・データ変換ツール 

 

EA/EPWデータのヘッダーには、標準的な期間（季節ごとの 1週間）と厳しい期間

（冬と夏、各１週間）の情報、また、地中温度の情報が含まれています。「ヘッダ

ー情報表示・データ変換ツール」はこの情報を見やすく表示します。また、EA/EPW

の有効な気象要素だけを抽出した CSVファイルを出力する機能も搭載しています。 
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２． 風速計補正高さ変換ツールの使い方 

 

① 「フォルダ指定」ボタンを押し EA/EPWデータが存在するフォルダを指定します。

「EA/EPWファイル一覧」の中に EA/EPWファイルの一覧が表示されます。 

② 風速計補正高さを入力します。 

③ 「変換開始」ボタンを押すと変換が始まります。 

・ 指定したフォルダ内に、「風速計高さ変換」フォルダが自動的に生成され、変換後の

EA/EPW ファイルが生成されます。 

・ 変換後のファイル名には「_W0100」のような変換後の高さを識別できる文字列が

付加されます。 

 （例 1）10m に変換した場合：JPN_00103333_SOYAMISAKI_EA_W0100.epw 

 （例 2）25m に変換した場合：JPN_00103333_SOYAMISAKI_EA_W0250.epw 

・ MetDS 製の EA/EPW データのみ処理することができます。 

・ 変換元となる EA/EPW データとして用いることができるのは、6.5m のデータのみ

です。 

・ 既に同一ファイル名のファイルが存在している場合は上書きされます。 

・ 一度変換したデータをさらに変換することはできません。 
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３． ヘッダー情報表示・データ変換ツールの使い方 

 

 

① 「フォルダ指定」ボタンを押し EA/EPWデータが存在するフォルダを指定します。

「EA/EPWファイル一覧」の中に EA/EPWファイルの一覧が表示されます。 

 

② 「EA/EPWファイル一覧」の中から、ヘッダー情報を表示したいファイルをクリッ

クすると、ヘッダー情報が表示されます。 

 

③ 「csvファイル出力」ボタンを押すと指定したフォルダ内に「CSV変換」フォルダ

が自動的に作成され、変換されたファイルが生成されます。 
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表１ 生成される CSVファイルの一部（通年時間が含まれている） 

 

  

・ タイトル行の表記は、「英語・詳細」、「英語・簡略」、「日本語」の 3 つから選択す

ることができます。デフォルトは日本語になっています。 

（例）日 本 語  ：全天日射 

英語・詳細：GlobalRadiation 

英語・簡略：Grad 

 

・ 生成される CSV ファイルには、有効な EA/EPW 要素だけでなく、「通年時間」（1

～8760）も含まれており、グラフ表示などに活用できます。（表１参照） 

 

・ 既に同一ファイル名のファイルが存在している場合は上書きされます。 


